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今 月 の 表 紙
【「盡己」の掛け軸を寄贈いただきました】
　小泉堯史監督から町に、河井継之助を描い
た映画の劇中で使用された掛け軸を寄贈され
ました。
　この掛け軸は、日本藝術学院会員の星弘道
氏の作品で「盡己」と書かれています。
　掛け軸は現在、河井継之助記念館に展示さ
れています。
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　福島県とＪＲ東日本は、５月１８日に共同記者会見を行い、ＪＲ只見線全線運転再開日が１０
月１日となることを発表しました。２０１１年の新潟・福島豪雨災害以降、不通区間となって
いる只見駅から会津川口駅間に、１１年ぶりに列車が走る只見線の風景が戻ってきます。
　ＪＲ只見線全線運転再開は「地域の将来像を描き、地方創生を成し遂げる起爆剤として必要
不可欠な存在」として福島県や沿線市町村、只見線復興復旧に関わる皆さんが一丸となり活動
してきた結果です。
　復旧後の運行については、ＪＲ東日本と福島県による上下分離方式（※）となります。

※上下分離方式…上部（運行や運営）の管理と下部（土地や資産）の管理を別の者（組織）が行う方式のこと。
メリットとして下部の管理を行う県や沿線自治体が鉄道を軸としたまちづくりを行いやすく
なることなどが挙げられる。

　ＪＲ只見線全線運転再開は沿線自治体にとって、ゴールではなく、スタートです。全線運転
再開をきっかけに、ＪＲ只見線が日本一の「地方創生路線」として生活路線、観光路線、教育
路線、産業路線で利活用され、地域振興につなげていくことが重要です。
　全線運転再開後、只見町は只見線を利用して福島県を訪れる方々の「西の玄関口」となりま
す。利用者がただ通過していくだけではなく、只見駅で降車し只見町を楽しんでもらい「只見
線にまた乗ってみたい」「只見町をまた訪れてみたい」となるような、玄関口を飾るおもてな
しをしていく必要があります。
　そのために町では、全線運転再開後を見据えて、各種事業に取り組んでいます。次ページで
は、今年度取組む（取組んでいる）事業の一部を紹介いたします。

只見町に列車が走る只見線の風景が戻ってくる！

ＪＲ只見線を起爆剤とした地域づくり
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只見線全線運転再開式典をJR只見駅前・只見
小体育館で開催します。

・つながれつながれ只見線事業
只見線を利活用した旅行や商品開発などの事業
に対し支援をしています。

・「霧幻鉄道」上映事業

・只見駅前賑わい創出事業
只見駅周辺に賑わいを創出するために総合案
内機能や飲食物販体制を整えます。
・三石神社遊歩道整備事業

・レンタルE−バイク活用事業
最新式Ｅ－バイク「ISSIMO（イッシモ）」を
JR只見駅・奥会津ただみの森キャンプ場・湯ら
里・森林の分校ふざわに配置しました。

・横断幕・懸垂幕・デイカウンター等設置事業

全線再開通プロジェクト只見駅周辺魅力化プロジェクト

利活用推進プロジェクト

機運醸成プロジェクト

再運転開始に向けてこんな事業に取り組んでいきます !

▲昭和４６年全線開通式典は750名の来賓を迎え、只見小
学校で行いました。

▲只見線を利用する子供会のイベントにも活用いただけます。

▲「只見線」に触れる機会を増やしていくことで、全線運転再開の機運醸成を図ります。

▲駅至近にあり地域の宝でもある縁結び三石神社の遊歩道
整備を、只見区と共同で実施しています。

ＪＲ只見線全線運転再開にむけて
様々な取組みを行いますので、ご協力をお願いいたします。
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只見町の森林・林業と
薪エネルギーの利活用

　只見ユネスコエコパークの目標の一つは「持続可能な環境・資源の利用と地域の社会
経済の発展」です。しかしながら、豊かな森林資源を活かした林業等による地域振興が
必ずしも進んでいないのが現状です。そこを打破するためには、積極的に森林を育成す
る必要があります。さらに、その過程で発生する間伐材を活用する必要もあります。
　そこで令和4年度に新たに創設した「薪エネルギー推進室」の取り組みについて紹介
します。

①人工林の現状
　町有林も含めた只見町の民有林は、昭和４０年
代頃から積極的な植栽が行われ、現在では約
２,１００ha（１００坪の土地で６３６４個に相
当）のスギやカラマツなどの人工林が町内に広が
っています。これらの林は柱などの建築材生産を
目的として植栽されました。しかしながら、長期
にわたって木材価格が低迷したことや、豪雪のた
めに優良な木材に育ち難いこと、さらには長距離
の運送にかかる経費が負担となることなどにより、
収益が見込める状況に乏しく、林業活動が停滞し
ています。
　近年のウッドショックで国産材の需要が上向い
ているにも関わらず、伐採してすぐに建築材とし
て活用できる人工林は多くないのが現状です。

深沢地区のスギ人工林（２０２２年６月１０日）間伐に
より健全な成長を促す必要があり、間伐材は建築材や薪
材として活用が見込まれる
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②間伐の必要性
　これまで県の森林環境基金事業の森林整備で
は、水源かん養等公益的機能の維持・増進を図る
ため、折損木や枯損木などを優先的に選び、保育
間伐が行われてきました。しかし、人工林の健全
な成長を促すためには、競争状態にある太い木も
間伐することが必要です。
　苗が密集した野菜畑で間引きが必要なことと同
様に、森林を良好に成長させるためには、競争状
態にある木を適切に間伐することが必要なのです。

③広葉樹林の可能性
　一方、只見町には全森林の９６％を占める広葉
樹林が広がっています。それらの多くが半世紀前
まで薪

しん

炭
たん

林
りん

として活用され、かつては集落の重要
な資源でした。
　現在では放置されており、木材として価値の高
いミズナラ林やブナ林が広がっているにも関わら
ず、過密なために成長が進んでいません。沼の平
などに広がる原生林とは異なり、かつての薪炭林
においては、適切な間伐をすれば大きな木からな
る森に成長する可能性はあります。
　最近、深沢区の旧薪炭林の中に直径が１mを超
えるブナの巨木があることがわかりました。しか
も5本の集団です。理由はわかりませんが、薪炭
利用する際に太い木を切るのを避け、周りの木だ
けを切ったために、これら5本は切り残された可
能性があります。結果的に、間伐と同様の効果が
現れ巨木に成長し、林床にはブナ稚樹とともに多
様な植物が生育しています。

梁取地区のブナ二次林（２０２２年６月９日）過去に１
度間伐され、良好に成長しているが、２回目の間伐を行
うことによって、さらに成長が期待できる

深沢地区の薪炭林内で発見されたブナの巨木（２０２２年
６月１０日）過去に切り残された結果、間伐と同様の効
果で成長した可能性がある

5



④間伐材のエネルギー利用
　４月に深沢区の協力を得て、かつての薪炭林で
ブナ林の間伐と搬出を試行しました。搬出は重機
を使わず、かつての春木山と同様に人力で行いま
した。家具材などに活用できるような太い間伐材
の移動には、重機が必要だと分かりました。一方
で、薪用の小径材であれば、ブルーシートなどを
活用すれば比較的容易に下せることが分かりま
した。
　森林を育成する過程で発生するこのような間伐
材は、化石燃料に代わる地産地消の再生可能エネ
ルギーとして活かすことができます。最小限のエ
ネルギー消費で燃料として活用するために、間伐
材は薪として使うことが有効です。薪に加工する
ために人手はかかりますが、薪を購入するための
お金は、只見町の中で薪を生産する一連の仕事の
ために使われます。つまり地域内経済の循環を生
み出すことができるのです。さらに、生活環境整
備で出た木材（建築廃材・道路支障木・公共工事
支障木）なども、元々は只見町内の森林で炭素固
定された樹木ですので、地域エネルギーとして活
用する意味はあります。

雪上間伐の試行で搬出しラックに詰めた薪材

⑤温泉施設への活用
　仮に只見町の温泉施設の湯ら里に薪ボイラーを
導入すると仮定した場合、必要な熱量をもとに概
算してみましょう。湯ら里の年間灯油使用量は
１４４㎘で、１5,８４０千円でした。これを薪に
置き換えると年間３０８ｔ、６,１６０千円とな
り、９,６８０千円の節約になります。しかも、薪
への支払いの６,１６０千円は間伐から薪生産に
かかわる仕事への支払いとなりますので、町内へ
の経済循環に使うことになるのです。

※試算条件として、灯油使用量は、令和元年度の使用量
で、灯油の単価は、現在の価格１１０円、灯油の熱効
率３６．７MJ/Lとします。一方、薪の単価は２０円/㎏、
薪の熱効率１３．９MJ/㎏（埼玉県小川町の報告書より）
と仮定します。

むら湯とブナ二次林（２０２２年５月９日）かつての薪
炭ブナ林は間伐されないと高い密度のまま成長が進まな
い。間伐を行うことによって、原生林のような森にも誘
導できる。
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⑥薪ステーション
　本事業では間伐材を加工して薪として販売する
薪ステーション（仮称）の設置を検討しています。
　一定の長さに玉切られた間伐材を裁断して薪材
として集積し、一定期間の乾燥後に薪ボイラー用
や薪ストーブ用に出荷する業務を担います。その
ため、薪ステーションには、薪の加工と保管、薪
ラックへの収納、さらには、用材として活用可能
な木を有効に活かすなどするための、広い屋根付
きの作業場が必要です。

⑧森林所有者の皆さんへ
　この事業の前提として、森林を所有されている
集落や個人がこの事業に参加して頂く必要があり
ます。境界が不鮮明だったり、森林所有者が町内
には住んでいないというケースも少なくないので、
容易ではありません。放置しておくと、益々わか
らなくなってしまいます。そのため、集落単位で
間伐計画に参加して頂くなど、森林を所有されて
いる皆さんの協力は欠かせません。

⑦間伐事業の課題
　これまで、間伐材を活用するような林業が行わ
れてこなかった只見町ですので、もちろん課題は
あります。まず、間伐にかかる経費です。小流域
のような一定範囲の地域がまとまって、定められ
た方法で間伐を計画的に行うことができれば、間
伐や搬出にかかる経費の一定割合が、国・県から
補助されます。この補助制度は、森林経営計画と
呼ばれ、間伐事業はほとんどがこの制度を活用し
て行われています。
　これに薪材としての販売価格を上乗せして無理
のない収支で実行できることが求められます。

⑨今後の取組み
　これらに対応するためには、地域のコーディネ
ータや林業技術者、間伐に必要な林業機械の確保
など、課題は少なくありません。国の森林環境譲
与税を活用しながら、取り組んでいきます。
　皆さまのご協力、ご支援をよろしくお願いいた
します。

� 紙谷智彦（薪エネルギー推進室特命参与）

7



NEWS&FLASH

安
心
・
安
全
の
只
見
産
米
を
届
け
た
い

国
道
２
８
９
号
開
通
後
を
見
据
え
て

地
域
と
学
校
の
連
携
を
深
め
る

山
村
教
育
留
学
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

只
見
米
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会

�

「
東
北
農
政
局
長
賞
」受
賞

「
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光
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づ
く
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懇
談
会
」「
同
円
卓
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催
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見
町
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域
学
校

�
協
働
本
部
協
議
会
」開
催

「
地
域
み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス
タ
」開
催

▲賞状を受取った山内会長（右から２人目）、協議会メ
ンバーの有限会社さんべ農園（左から２人目）と合同
会社ねっか（右）

▲5月２６日に行われた、円卓会議の様子
　（場所：南会津町役場）

▲地域と学校が協働でできることについて
　検討を進めます

▲オンライン形式で、只見町や只見高校で
　３年間を過ごすことの魅力をＰＲしました。

　

只
見
米
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
が
、
農
林
水

産
省
の
「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
門

で
「
東
北
農
政
局
長
賞
」
を
受
賞
し
、
渡

邉
伸
一
南
会
津
農
林
事
務
所
長
か
ら
賞
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
全
員
が

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
水
稲
生
産
を
行

っ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
で
は
、
生
産
工

程
管
理
の
改
善
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
講
習
会
の
開
催

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
征
久
会
長
は
「
関
係
者
の
支
援
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
只
見

産
米
を
地
域
内
外
へ
届
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
「
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域
づ
く

り
懇
談
会
」
が
５
月
25
日
、「
同
円
卓
会

議
」
が
５
月
26
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
三
条
市
、
南
会
津
町
、

只
見
町
の
各
市
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

山
田
桂
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
「
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
と
自
治
体
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
観
光
業
界
に
お
け
る
取
組
み
紹
介
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

円
卓
会
議
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
々

が
国
道
２
８
９
号
開
通
に
む
け
て
、
取
組

ん
で
い
る
こ
と
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
第
１
回
只
見
町
地
域
学
校
協
働
本
部

協
議
会
」
が
６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、「
地

域
学
校
協
働
本
部
」
に
つ
い
て
の
説
明
や

各
学
校
の
運
営
協
議
会
か
ら
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
は
、
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
達
の
成
長
を
支
え
、
学
校
が
地
域
に

貢
献
す
る
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
を
育
て
る
た
め
の
教
育
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し

て
地
域
と
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
「
２
０
２
２
地
域
み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス

タ
」
が
６
月
４
日
、
５
日
に
開
催
さ
れ
、

只
見
高
校
に
通
う
４
人
の
寮
生
や
只
見
高

校
の
佐
藤
教
頭
先
生
、
只
見
町
教
育
委
員

会
が
参
加
し
、
只
見
高
校
の
山
村
留
学
生

募
集
の
た
め
に
「
山
村
教
育
留
学
制
度
」

や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
説
明
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
と
は
、
只
見
町
の

山
村
留
学
生
の
よ
う
に
都
道
府
県
の
枠
を

越
え
て
他
地
域
の
学
校
に
入
学
し
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
る
取
り
組
み
で
す
。

今
ま
で
の
環
境
と
は
違
う
環
境
に
触
れ
た

り
、
留
学
先
の
地
域
の
人
々
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
人
格
形
成
や
価
値
観
の
多

様
性
を
育
む
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

子どもクラブ親子教室
～親子で運動遊び「スポーツ鬼ごっこ」～開催

友達と切磋琢磨する
心志塾「テスト前勉強合宿」開催

１人で抱え込まない子育てを
かるがもクラブが開講しました

　第１回子どもクラブ親子教室『～親子で運動遊び
「スポーツ鬼ごっこ」～』が、６月４日に亀岡サッ
カー場で行われ、親子２１組が参加しました。
　東村山市スポーツ鬼ごっこ愛好会の三輪耕太氏を
講師にスポーツ鬼ごっこや背中タッチ鬼、じゃんけ
ん鬼など様々な種類の鬼ごっこを行い、親子で体を
動かしながら絆を深めました。
　参加した子どもたちは、「とても楽しかった。学校
でもやってみたい」と話しました。また保護者の方
は、「普段接する機会があまりない他地区の方と話
せたり、コミュニケーションがとれたりして良かっ
た」と話し、子育て世代の交流の場にもなりました。

　只見町の公営塾「心志塾（しんしじゅく）」は、
６月１１日から１２日に、只見高校生を対象とした
勉強合宿を森林の分校ふざわで開催しました。
　今回の勉強合宿は心志塾初の試みで、生徒同士で
勉強を教え合ったり、合宿という普段とは違う環境
で集中力を高めたりしながら、学力の向上を図るこ
とを目的に開かれました。
　参加した生徒は「友達と教え合いをすることで理
解度を深めることができました。また目の前に勉強
している皆がいることで、１人の時よりも集中する
ことができました」と話しました。

　かるがもクラブが６月１０日に保健福祉センターで開催さ
れ、３組の親子が参加しました。
　増田保健福祉課長は「かるがもクラブを子育て世代や地域
の方との交流や相談の場として活用していただき、１人で考
え込まずに子育てをしてほしい」とあいさつをしました。
　その後、渡部和子さんを講師に幼児のおやつの取り方や歯
の磨き方などについての講話が行われ、参加者は幼児期の歯
の大切さを確認しました。
　講話の後には、歯並びのことや日頃気になっていたことを
気軽に相談したり意見交換し、和やかな雰囲気の活動となり
ました。

▲親子一緒に鬼ごっこを楽しみました

▲友達や先輩、後輩と一緒にテスト勉強に励みました

▲渡部和子さんから幼児期の歯の大切さについて
　話を聞く参加者
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

只見町の大自然を楽しむ
只見四名山　山開き

スマートフォンで素敵な写真を撮る
「カンタン商品撮影教室」開催

第３０回福島県ジュニア空手道選手権大会

三瓶叶
かな

翔
と

さん　中学男子１年の部　優勝

　只見四名山の山開きが行われました。（要害
山５月８日、蒲生岳６月５日、会津朝日岳６月
１２日、浅草岳６月２６日）
　新型コロナウイルス感染症防止の観点から、
令和２年度と３年度の山開きは中止となってい
たため、３年ぶりの山開きとなりました。
　また山開き後から、只見四名山と癒しの森・
恵みの森の登山者には、登山記念バッジの配布
を行っています。ぜひお受け取り下さい。（配布
場所：只見町インフォメーションセンター…６
か所分全て、いわなの里…会津朝日岳、森林の
分校ふざわ…癒しの森・恵みの森）

　食べ物やインターネットフリーマーケットの出品物などスマー
トフォンでもキレイに撮影するための技術が学べる「カンタン商
品撮影教室」が、６月１６日に開かれました。
　地域活性化企業人ＦＵＮＫＹ ＦＩＬＭＳの西嶋良さんが講師を
務め、参加者は「良い写真」の見分け方や「良い写真」を撮るた
めの撮影方法などについて学びました。
　参加者は「少しコツを意識するだけで、こんなに見映えが良く
なることに驚きました。写真を撮るのが楽しくなりました」と話
しました。

　三瓶叶翔さん（只見中１年）が町長室を訪れ、「第３０
回福島県ジュニア空手道選手権大会」の中学１年の部で
優勝したこと、また７月２４日開催予定の「カラテドリ
ームフェスティバル２０２２全国大会」に福島県代表と
して参加することを渡部町長に報告しました。
　叶翔さんは「お世話になっている人への恩返しを県大
会優勝という形にすることができて嬉しかった」と話し
ました。
　また、叶翔さんが所属する日本空手道神居塾の只見同
好会では会員を募集中です。興味のある方は、以下まで
ご連絡ください。
　問合せ：TEＬ０９０－８８４２－５７７０
� （只見同好会責任者：三瓶）

▲要害山の山開きの様子

▲実際に撮影を行い、「良い写真」の撮り方を
体験しました

▲県大会優勝の報告をした三瓶叶翔さん
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

「なんでもチャレンジ隊」開講
「分校の庭で遊びつくせ！缶蹴り+鬼ごっこ」

　令和４年度「なんでもチャレンジ隊」
が６月１９日に開講し、チャレンジ隊６
人が森林の分校ふざわで開かれた「分校
の庭で遊びつくせ！缶蹴り＋鬼ごっこ」
に参加しました。
　イベントは、チャレンジ隊の他、朝日
小学校や明和小学校、南会津町の子ども
達、宇都宮大学の学生も参加し、地区や
年齢の壁を越えて缶蹴りや鬼ごっこを楽
しみました。
　休憩時間にも、バレーボールやサッカ
ーをして遊ぶ姿がみられ、子どもたちの
交流の場にもなりました。 ▲最後には参加者で記念撮影をしました

只見中　中学生記者が書く　ＳＤＧｓコラム

� ＳＤＧｓ委員長　３年　吉津　就
しゅう

　ＥSDで只見中学校が知られるようになったのは、地域の方と協力しながら同じ方向を向いて
活動したからだと思います。これからも、地域の方と一緒に活動して行ければ良いと思います。
　さて、今只見中で取り組んでいることの一つに「Pet Free Monday（ペット フリー マンデ
ー）」があります。以前、このコーナーで前委員長の佐藤さんから紹介していただいたのですが、
一週間のうちで月曜日にペットボトル飲料を控えようというものです。これを中学生が行っただ
けでは十分ではなく、その家族や先生方にも取り組んでもらえるように冷蔵庫に貼り付けること
ができるマグネットを作りました。使い方としては、月曜日もしくは日曜日の夜から冷蔵庫にこ
のマグネットを貼り、家族全員で取り組めば消費量は
抑えられるのです。全く使わないのは不便ですが、使
わない日を設けることで地球環境を考える日にしてい
ただければと願いを込めました。先月このマグネット
ができあがり、全校生徒と先生方にお配りしたところ
です。この作成費用は、以前から新聞紙レジ袋の活動
に対して、ご寄付いただいたものなどを利用させてい
ただいています。いずれは只見町全戸に、そして只見
川流域の家庭にマグネットを配り、山あいからのプラ
ゴミ削減を目指したいと思います。自然首都只見から、
はじめの一歩を一緒に踏み出しましょう！

最終回
ＳＤＧｓ委員長となって取り組みたいこと
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朝日診療所　医師　山
やま

並
なみ

　寛
ひろ

明
あき

広報ただみ診療所

　こんにちは。朝日診療所の山並です。
　７月は新型コロナワクチン４回目の集団接種にお力添えさせていただきます（ちなみに４回目接種に
は発症予防効果はなく、重症化リスクのある年齢の方などが対象です）。
　さて、今回は眠りの話題です。不眠時の目標は当然ながら自然に眠れるようになることです（電源の
ＯＮ／ＯＦＦのように眠ろうとして眠れたらそれは不自然）。参考に「睡眠障害対処１２の指針」という
ものがあります。すぐにできるポイントをいくつかお示しします。
１．眠る前には刺激物を避け、リラックス法
　神経の高ぶりを抑えて眠気を引き出すために、寝る前の刺激物（カフェイン、喫煙など）を避け、自
分なりのリラックス法（読書、ゆる体操など）を実践する。眠れない時にTVやスマホを視ることはブ
ルーライトで脳が興奮するためお勧めできません。
２．就寝時刻にこだわらない＆同じ時間に毎日起床
　眠るため早めに床に入り、うまく眠れなかったら朝しばらく布団に入っているという話をよく耳にし
ますが、自然な眠気を呼ぶ考えでいくと朝は決まった時間に起きるのが良いとされます。
　また、実はまだ眠くないうちに布団に入ると逆効果です。これは、長時間布団の中で眠れない経験が
続くと不眠と寝床が結びつくと言われるためです。夜更かしの若い子にも１と２の同じ指導をします。
３．隠れた病気を見逃さない
　脚がむずむずして眠れないとか、おしっこに何回も起きてしまい眠れないという人は、背景にある症
状や病気への対処が必要な可能性があります。診療所の外来にご相談ください。
　なお、おくすりを飲んで眠れているけれどもやめられないことに悩んでいる人は、医師も協力します
のでお声がけください。
　最後に、眠る目的について。眠れないために日中の眠気や集中力低下を生じて活動に支障が出た状態
を医学的には不眠症として扱いますが、夜眠れないと訴える人の中に日中も眠くないという人がいます。
必要な睡眠の時間は人それぞれで、特に年齢が上がると睡眠時間は短くなります。やることがないのに
眠れないという悩みは残念ながら医学では解決しません。日中に楽しいことを見つけて夜は休むという、
めりはりを一緒に探していきましょう。

　インドネシアという国で日本人学校の小学校の先生として４年間勤めた後に民間企業に勤めておりま
した。いろいろと経験しながら、私の仕事のモチベーションとは何だろう？と考え、子どもの未来に関
わる仕事に就きたいと思うようになりました。
　そんな中、募集で目についたのが只見町のハウスマスターでした。
　働くことって生きていくうえで大部分を占めますよね。エネルギーにもなるし逆もしかり。そんなと
きに、お金を稼ぐことはもちろんとても重要ですが、それだけでは続きません。仕事を楽しみながらす
るってとても大切だと思います。そんな「楽しい」をみつける手助けができればと思っています！
　話はかわりますが、インドネシアはご存じでしょうか？観光地のバリ島や動物だとオランウータンや
コモドドラゴンが有名です。無数の島で成り立つ島国で、いろいろな民族が暮らしている多民族国家。
公用語はインドネシア語。英語はごく一部でしか使えません。
　そんなインドネシア語で私が一番使っていたといっても過言ではない言葉を紹介します。
　「ティダ アパ アパ」……心配しないで。なんとかなる。気負わずに。
　沖縄でいう「なんくるないさー」や英語だと「Don’t worry」が近いかもしれません。知らない土地
で言葉もうまくわからない、仕事も初めて。そんなときに現地の人や日本人の先輩方に声をかけて頂き
ました。一見いい加減に聞こえるかもしれませんが、なかなかに真髄をついている気がします。そう、
だいたいのことは「なんとかなる」んです。でもその「ティダ アパ アパ」を生かすも殺すも自分次第。
最低限で惰性で取り組めばそれなりのものになるし、一生懸命楽しく取り組めば最高のものになる。後
者の方が楽しそうじゃないですか？
　ながながと書きましたが、「ティダ アパ アパ」の精神で只見での生活もハウスマスターの仕事も頑
張っていきますので、皆さま何卒よろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊として Vol.91

只見町教育振興協力隊　宗
そう

倉
くら

　汐
しお

理
り

不眠について

只見町の皆さん、はじめまして！
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２
０
１
８
年
６
月
に
始
ま
っ
た

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復
旧
工
事
か
ら
四

年
後
の
今
年
５
月
18
日
、
福
島
県

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
全
線
再
開
日
が

十
月
一
日
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
金
山
町
に
あ
る
二

つ
の
橋
梁
の
架
け
か
え
と
一
部
流

れ
て
し
ま
っ
た
橋
梁
の
改
修
工
事

が
終
わ
り
、
今
只
見
線
の
線
路
は

11
年
ぶ
り
に
、
全
長
１
３
５
・
２

㎞
の
端
か
ら
端
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

全
線
再
開
日
が
発
表
さ
れ
る

と
、
不
通
区
間
に
目
を
や
る
人
が

増
え
た
の
か
、
作
業
車
両
の
マ
ル

チ
プ
ル
タ
イ
タ
ン
パ
ー
（
線
路
を

持
ち
上
げ
て
、
下
に
あ
る
マ
ク
ラ

ギ
【
＝
枕
木
】
や
バ
ラ
ス
ト
【
線

路
に
敷
か
れ
た
砂
利
】
の
隙
間
を

な
く
し
て
線
路
を
正
確
な
位
置
に

整
理
す
る
役
割
の
車
両
）
や
軌
陸

車
【
道
路
上
と
線
路
上
で
も
作
業

で
き
る
車
両
】
を
た
び
た
び
Ｓ
Ｎ

Ｓ
【
個
人
で
撮
影
し
た
写
真
な
ど

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
し

て
交
流
し
て
い
る
場
所
】
で
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
、
叶
津
川
橋
梁
の

上
を
走
る
ロ
ー
タ
リ
ー
モ
ー
タ
ー

カ
ー
【
通
称
ロ
モ
と
よ
ば
れ
る
除

雪
車
両
】
を
見
つ
け
、
線
路
上
を

走
る
車
両
に
感
激
し
て
、
思
わ
ず

動
画
を
撮
影
し
ま
し
た
。
普
段
は

見
ら
れ
な
い
珍
し
い
車
両
が
頻
繁

に
行
き
交
う
様
子
を
見
ら
れ
る
の

も
、
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

今
だ
け
で
す
。
全
線
再
開
前
に
只

見
―
会
津
川
口
区
間
を
通
る
際
に

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
父
が
国
鉄
職
員
（
現
在
の

Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
で
只
見
線
の
保
線

の
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
只
見
線
を
身
近
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。
は
た
ら
く
車
や

作
業
し
て
い
る
様
子
を
見
る
の
が

好
き
な
の
も
、
父
の
こ
と
を
重
ね

て
見
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
母
と
一
緒
に
病
院
へ
行
く

た
め
、
月
に
一
、
二
回
会
津
宮
下

駅
ま
で
列
車
に
乗
っ
て
出
か
け
た

時
に
キ
ヨ
ス
ク
で
買
っ
て
も
ら
っ

た
絵
本
や
、
車
内
で
会
っ
た
父
の

同
僚
の
方
と
の
会
話
も
、
今
で
も

小
さ
な
幸
せ
の
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
只

見
線
は
家
族
と
の
思
い
出
や
自
分

自
身
の
記
憶
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
時
折
、
只
見
線
の
車

内
で
、
ど
こ
か
の
家
族
が
楽
し
そ

う
に
乗
っ
て
い
る
様
子
を
見
か
け

る
と
、
嬉
し
く
て
つ
い
話
し
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。

　

先
日
、
奥
会
津
で
は
初
め
て
、

映
画
「
霧
幻
鉄
道
～
只
見
線
を
３

０
０
日
撮
る
男
」
の
上
映
会
が
只

見
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
何
度
も
延
期
さ
れ
、
よ
う
や

く
今
年
１
月
に
会
津
若
松
市
で
上

映
さ
れ
、
県
内
で
は
、
福
島
市
と

い
わ
き
市
で
先
行
上
映
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
七
月
末
に
は
東
京
都
内

で
上
映
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
ら
里
で
行
わ
れ
た
上
映
会
で
は
、

主
役
の
星
賢
孝
さ
ん
、
そ
し
て
監

督
の
安
孫
子
亘
さ
ん
が
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
映
画
と
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
星
賢
孝
さ
ん

の
人
柄
と
、
奥
会
津
と
只
見
線
に

対
す
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
安
孫
子
監
督
が
只
見
線
を
応

援
す
る
様
々
な
人
た
ち
に
出
会
い
、

そ
の
情
熱
と
ひ
た
む
き
に
活
動
す

る
星
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
映
画
を

つ
く
ろ
う
と
決
め
た
そ
う
で
す
。

湯
ら
里
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
た
奥

会
津
の
映
像
は
、
ま
る
で
知
ら
な

い
国
の
風
景
に
見
え
る
ほ
ど
に
幻

想
的
で
美
し
い
も
の
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
観
ら
れ
る
方
の
た
め
に
詳

し
く
は
書
き
ま
せ
ん
が
、
星
さ
ん

も
ま
た
、
ご
両
親
の
影
響
を
受
け

て
奥
会
津
に
残
っ
た
一
人
と
知
り
、

今
ま
で
以
上
に
親
近
感
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。

　

只
見
線
全
線
再
開
ま
で
あ
と
80

日
あ
ま
り
。
只
見
町
内
で
も
映
画

上
映
を
皮
切
り
に
、
全
線
再
開
を

只
見
線
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
酒さ

か

井い

　
治は

る

子こ

み
ん
な
の
只
見
線

知
ら
せ
る
お
祝
い
の
垂
れ
幕
が
で

き
あ
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
通
前

の
今
だ
か
ら
こ
そ
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

只
見
線
に
興
味
が
あ
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
分
か
ら
な
い
け
ど
楽
し
そ

う
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
た
だ
け
と

い
う
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

色
々
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る
「
只
見

線
」
で
、
み
な
さ
ん
の
新
た
な
思

い
出
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

全
線
開
通
ま
で
の
地
元
な
ら
で
は
の
楽
し
み
方

▲作業中のマルチプルタイタンパー
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
四
年
六
月
詠
草

�

関
谷
登
美
子

葉
桜
の
そ
よ
ぐ
石
垣
し
ば
桜
甘
き
か
を
り
に
し
ば
し
佇
む

�

馬
場　

八
智

ひ
と
冬
を
共
に
過
せ
し
友
の
声
聞
け
ば
電
話
も
自
ず
と
は
ず
む

�

目
黒　

富
子

逝
き
て
久
し
姑は

は

の
名
も
消
さ
ず
我
の
名
を
書
き
添
へ
備
ふ
る
二
本
の
杖
を

�
新
国
由
紀
子

母
の
日
の
荷
造
り
多
く
漸
く
に
終
へ
て
見
上
ぐ
る
樹
々
の
葉
青
し

�

渡
部
ヨ
リ
子

「
加
齢
で
す
」と
診
察
さ
れ
て
落
ち
込
む
も
我
が
身
の
不
調
何
時
ま
で
続
く

�

新
国　

洋
子

た
ま
に
行
く
施
設
入
所
の
朋と

も

ら
み
て
し
み
じ
み
思
ふ
わ
れ
の
仕
合
わ
せ

�

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
六
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

紺　

青

若
葉
風
水
面
を
渡
る
波
の
舟

人
散
り
て
葉
桜
の
下
深
呼
吸

�

恒　

夫

村
中
の
あ
ぜ
道
刈
ら
れ
梅
雨
に
入
る

ね
ぎ
坊
主
親
の
名
前
を
ま
ず
聞
い
て

�

礼　

ト
ン
ネ
ル
の
切
れ
目
き
れ
め
に
青
葉
山

降
り
立
つ
や
無
人
駅
舎
は
青
田
中

�

一　

穂

酒
好
き
の
義
弟
に
供
う
山
清
水

卓
上
の
流
し
ソ
ー
メ
ン
子
の
ホ
ー
ク

�

修　

一

夏
霧
や
孫
と
骨
上
げ
な
お
熱
き

夏
用
の
バ
ッ
グ
残
し
て
逝
き
し
人

�

信　

懐
か
し
や
知
床
の
夏
海
荒
ぶ

夏
雲
や
蟻
の
ご
と
く
に
縦
走
路

�

都　

運
動
会
で
力
走
す
る
や
コ
ロ
ナ
中

田
植
え
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
中
学
生

�

味
代
子

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
名
刺
出
て
来
る
更
衣

川
風
に
腕
ま
く
り
す
る
五
月
晴
れ

�

真
理
子

潮
干
潟
鬼
の
洗
濯
板
を
跳
び

長
崎
や
娘
と
会
う
て
春
惜
し
む
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総務課　
　総務係　財政係�☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
� ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係� ☎82－5110
　町　民　係� ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84－7005
　福　祉　係� ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82－5230
　建　設　係� ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係�☎82－5240
会　計　室� ☎82－5120
議会事務局� ☎82－5300
農業委員会� ☎82－5230
教育委員会� ☎82－5320
学校給食センター�☎84－7180
只見保育所� ☎82－2219
朝日保育所� ☎84－2038
明和保育所� ☎86－2249
朝日診療所� ☎84－2221
（歯科）� ☎84－2612
こぶし苑� ☎84－2101
只見振興センター�☎82－2141
朝日振興センター�☎84－2111
明和振興センター�☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
７
月
分
）

令
和
５
年
度
只
見
町
職
員（
高
校
卒
程

度
）（
資
格
免
許
職
）採
用
候
補
者
試
験

試
　
験

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】

○
一
般
事
務　
　

若
干
名

○
土
木　
　
　
　

若
干
名

○
建
築　
　
　
　

若
干
名　

【
資
格
免
許
職
】

○
看
護
師　
　
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
高
校
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
・
土
木
・
建
築

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

土
木
・
建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資

格
も
し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用

後
、
一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町

村
支
援
機
構
に
お
い
て
、
数
年
間
専

門
的
な
技
術
の
習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
看
護
師

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
看
護
師
（
看
護
婦
）
の
免

許
を
有
す
る
者
、
又
は
令
和
５
年
３

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）
及
び
事
務

適
性
検
査
・
性
格
特
性
検
査
・
職
場
適

応
性
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
一
次
試
験
合
格
者
）

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

令
和
４
年
９
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
か
ら

午
後
２
時
30
分
予
定

【
場
所
】

福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田

部
原
２
６
０　

県
立
田
島
高
等
学
校

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま

す
。（
名
簿
の
有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
総
務
課
及
び
朝
日
・
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
に

よ
る
場
合
は
、
総
務
課
宛
に
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
二
号

を
添
付
す
る
こ
と
）

　

申
込
用
紙
を
記
入
後
、
自
分
宛
の
返
信

用
封
筒
と
併
せ
て
総
務
課
総
務
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

令
和
４
年
７
月
13
日（
水
）か
ら
８
月
12

日（
金
）ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８

月
10
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

八
、
問
合
せ
先

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
只
見
字
町
下
２

５
９
１
－
30

只
見
町
役
場　

総
務
課
総
務
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
労
災
保
険
給
付

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
が
次
に
よ
る
場
合
は
、
労
災
保
険
給
付

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
感
染
経
路
が
業
務
に
よ
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合

○
感
染
経
路
が
不
明
の
場
合
で
も
、感
染
リ

ス
ク
が
高
い
業
務（
※
）に
従
事
し
、
そ
れ

に
よ
り
感
染
し
た
蓋
然
性
が
強
い
場
合

　
※（
例
）複
数
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
労
働

環
境
下
で
の
業
務
や
顧
客
等
の
近
接
や
接
触

の
機
会
が
多
い
労
働
環
境
下
で
の
業
務
等

○
医
師
・
看
護
師
や
介
護
の
業
務
に
従
事

さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
業
務
外
で
感

染
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、

原
則
と
し
て
対
象

○
病
状
が
持
続
し（
罹
患
後
症
状
が
あ
り
）、

療
養
等
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

【
問
合
せ
先
】

福
島
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
２
４
－
５
３
６
－
４
６
０
５
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町長スケ
ジュール
〈6月分〉

　１日　（福）南会津会理事会、六角精児氏事務所訪
問（東京都）

　２日　ＪＡ会津よつば組合長他役員あいさつ来庁、
只見高等学校振興対策会議総会

　３日　㈱モンベル常務来庁
　５日　蒲生岳開山式
　６日　あいよし橋現地視察、議案検討庁議（本部

会議）、朝日診療所医師との懇談会
　７日　沼ノ平総合学術調査報告会記者会見（会津

若松市）
　８日　医療法人仁寿会菊池医院表敬訪問（郡山市）、

きつ法律事務所表敬訪問（郡山市）
　９日　一般質問検討庁議
１０日　（公社）福島県森林・林業・緑化協会役員会

及び通常総会（福島市）
１１日　映画「霧幻鉄道」上映会
１２日　会津朝日岳開山式

１３日　朝礼、空手全国大会出場報告（只見中学校
１年三瓶叶翔君）

１４日　只見町議会６月会議（～１７日）
２０日　人権についての意見交換会、小川集落座談会
２１日　一級河川只見川河川整備促進期成同盟会総

会（金山町）、坂田集落座談会
２３日　㈱エスアンドシー谷社長表敬訪問（郡山市）
２５日　「ブナ林と狩人の会マタギサミット�in�奥会

津」準備会
２６日　浅草岳開山式
２７日　只見川電源流域振興協議会定例総会、奥会

津五町村活性化協議会定例総会（昭和村）、
叶津・八木沢集落座談会

２８日　只見町職員互助会理事会、只見町勤労者互
助会理事会及び総代会

２９日　南会津地方環境衛生組合管理者会、南会津
地方広域市町村圏組合管理者会、南会津地
方広域市町村圏組合議会臨時会（南会津町）、
南会津地方環境衛生組合議会臨時会（下郷
町）、館ノ川・黒沢集落座談会

３０日　只見町土地改良区理事会、南会津建設事務
所地域課題検討会

◆
先
日
「
只
見
町
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
冊
子
を
「
お
し
ら
せ
ば
ん
」

と
と
も
に
、
全
戸
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
す
で
に
ご
覧

に
な
ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

只
見
小
学
校
・
朝
日
小
学
校
・
明
和
小
学
校
、
そ
し
て
只
見
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
は
、
町
の
振
興
計
画
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
体
系
的
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
か
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
冊
子
を
見
て
私
は
、〝
只
見
町
の
子
ど
も
た
ち
が
「
目
先
の

利
益
だ
け
を
考
え
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
に
存
続
で
き
る
地

域
、
地
球
、
世
界
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
材
を
育
成
す
る

教
育
」
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
る
も
の
〟
と
思
い
ま

し
た
。

　

ご
指
導
頂
い
て
い
る
先
生
方
や
、
講
師
と
し
て
ご
尽
カ
頂
い
て

い
る
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
今
月
号
は
、「
只
見
町
の
森
林
・
林
業
と
薪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
共
に
、
私
た
ち

大
人
も
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

薪
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
山
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
、
木
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
か
ら
だ
け
で
は
、
事
業
と
し
て
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
、

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め

に
、
ま
さ
に
「
目
先
の
利
益
だ
け
を
考
え
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て

豊
か
に
存
続
で
き
る
只
見
町
」
を
目
指
し
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
仕
組
み
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
う
か
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に
も
ご
理
解
と
お
力
沿
い
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
只
見
中
学
校
１
年
生
の
三
瓶
叶
翔
く
ん
が
、「
第
30
回
福
島
県
ジ

ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
」
の
中
学
１
年
の
部
で
優
勝
し
た
報

告
に
町
長
室
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

動
画
で
試
合
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ま
わ
し
蹴

り
は
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
優
勝
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
だ
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

　

今
月
末
に
は
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
福

島
県
代
表
と
し
て
練
習
の
成
果
を
全
国
の
場
で
発
揮
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。
健
闘
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ�

三
瓶
叶
翔
く
ん
」

町
長
か
ら

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

　

令
和
４
年
度
「
福
島
県
学
校
歯
科
保

健
優
良
校
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
只
見
小

学
校
が
「
優
秀
校
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
理

解
と
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
総
合

的
な
健
康
観
の
育
成
を
目
指
た
め
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
優
秀
校
」に
選
ば
れ
た
只
見
小
学
校

に
は
、
賞
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

只
見
小
学
校
が

「
福
島
県
学
校
歯
科

�

保
健
優
良
校 

優
秀
校
」

�
を
授
賞▲保健委員長齋藤珀さん（６年生・右）と

　保健委員副委員長渡部永遠さん（5年生・左）
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
再
開
が
、
も
う
間

も
な
く
で
す
。
再
開
に
向
け
て
、
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
１
つ
、
レ
ン
タ
ル
Ｅ
－
バ
イ
ク

で
す
が
、
電
動
ア
シ
ス
ト
の
お
か
げ
で
、

坂
道
も
平
坦
路
も
軽
快
に
走
る
こ
と
が

で
き
、
町
中
の
散
策
が
楽
し
く
な
り
そ

う
で
す
。

▽
今
年
の
梅
雨
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
、
気
が
付
け
ば
連
日
30

度
を
超
え
る
真
夏
日
が
続
き
ま
し
た
。

内
外
問
わ
ず
、
熱
中
症
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入 ５　転出 ５　出生 ２　死亡 ７

令和４年６月１日現在
人　　口　３，８５７（－　５）
　 男 　　１，９００（－　３）
　 女 　　１，９５７（－　２）
世 帯 数　１，５９４（＋　１）
高齢化率　　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

■おくやみ申し上げます
藤　　　公　高　　84歳　　小　林
目　黒　トミヱ　　97歳　　長　浜
渡　部　　　敦　　91歳　　小　林
堀　金　リツエ　　84歳　　福　井
吉　津　フミエ　　94歳　　長　浜
新　國　モリエ　　93歳　　只　見
皆　川　哲　夫　100歳　　只　見
菅　家　誠　也　　96歳　　只　見
木　津　ユ　ワ　　91歳　　黒　谷
岩　渕　ミサヲ　　97歳　　長　浜
堀　金　正　邦　　84歳　　小　林
船　木　德　惠　　84歳　　舘ノ川

只見振興センター
図書紹介

只見振興センター図書室
☎82－2141

○只見振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

★さがして！かぞえて！1　２　3
ゆかいなえいごとかずのだいずかん

★薔薇のなかの蛇

アラン・サンダース（偕成社）
　１から１００まで英語で
かぞえられる？
　はこぶねに乗っている動
物、海のなかにいるもの、
スキー場の雪玉、オーケス
トラの楽器。最初は1から。
どんどん数が大きくなって、
最後にはなんと１００まで

恩田陸（講談社）
　英国へ留学中のリセ・ミ
ズノは、友人のアリスから
「ブラックローズハウス」
と呼ばれる薔薇をかたどっ
た館のパーティーに招かれ
る。そこには国家の経済や
政治に大きな影響力を持つ
貴族・レミントン一家が住
んでいた。このパーティー
で屋敷の主、オズワルドが

かぞえるんだよ。絵によっては、探すのがむず
かしいものもあるかも。よーく見てね！英語で
どうやってかぞえるかわからなくても大丈夫。
わかりやすい読み方もついているし、順番に読
んでいけばすぐかぞえられるようになるよ。楽
しく探してかぞえながら、あっという間に「え
いご」と「かず」の博士になっちゃおう！

一族に伝わる秘宝を披露するのでは、とまこと
しやかに招待客がささやく中、屋敷の敷地内で
昔起きた凄惨な事件「祭壇殺人事件」をなぞら
えたような悲劇が訪れる。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

「ただみ・ブナと川のミュージアム」では下記企画展を開催中です。皆様の
お越しをお待ちしております。

企画展「只見のカエル」
会　期：2022年6月11日（土）～2022年9月12日（月）
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからお知らせ

▲交尾する雌雄。大きいメスの背に小さいオスが
しがみつく。オスは、体色が黄色かつ発達した
触角があり、イナゴ類と見分けがつきやすい

▲イナゴモドキ（上）とコバネイナゴ（下）の幼虫。一見よく
似るが、頭部から胸部にかけての角ばりの有無で見分け
られる。また、前肢の間の突起の有無でも識別できる

（イナゴモドキは突起がない）

　北海道から九州にかけて分布し、主に山地の草原に生息します。かつては関東の平野部にも
広く生息していた記録が残っていますが、現在では局所的にしか見られません。平野部から姿
を消した理由として、生息に適した草地が開発によって消滅したためと指摘されています。
　その名の通り、一見するとイナゴに似ていますが、トノサマバッタに近い仲間です。生息環
境はトノサマバッタが好む荒れ地ではなく、イナゴと同様に背が高いイネ科植物のしげる草地
を好みます。このような地面が露出せず、植物にしがみついて生活する必要のある環境では、
トノサマバッタのような大型でがっちりした体型よりもイナゴのような小型でスマートな体
型の方が適しています。こうした草地の好みが形態に反映されているのだと考えられます。
　只見では明るい草地で普通に見られます。一般に乾燥した環境を好むとされていますが、日
当たりがよければ、湿った草地にも姿を現します。6月上旬に孵化し、7月上旬には成虫が見
られます。10月にも少数の活動が見られるものの、9月ごろからコバネイナゴと入れ替わる
ように急速に数を減らしていきます。

イナゴモドキ　（学名：Mecostethus parapleurus）
【バッタ目バッタ科】

� （写真・文 吉岡義雄）
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